　　29年10月12日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：高知県いの町　土佐の森救援隊
	実施日：平成29年10月5日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　自伐型林業を研究・実践されている「土佐の森救援隊」を実際に訪れ、考え方を聞き、施業を見せて頂くことが最大の目的でした。

	■参考とすべき事項
　本当に自伐型林業で生活できるのだろうかという疑問を抱えての視察研修だったのですが、3軒の林家の山を実際に見せて頂き、意見交換した結果、山の木の状態にもよりますが、年収は500万円から700万円ということでした。諸経費と言っても、機械は、小型のユンボに小型の林内作業車、2トンダンプ程度ですから、燃料代と消耗品代程度だそうです。機械の初期投資も、中古で揃えた人は、総額500万程度だそうです。基本的に個人での作業ですから機械類も長持ちしますので、修繕費もそれほどかからないとのことでした。

　もう少し具体的に書きますと、我々の周りの山で行われている皆伐とは全く異なる施業スタイルが自伐型林業です。つまり、自分で2.5m幅程度の作業道を作りながら間伐を実施していくのです。そして、重い間伐ではなく、10年に1回程度の間伐を10回実施すると考えて下さい。つまり、長伐期施業することで優良木（大径木）に仕立てていくのです。ですから、30ha～50ha程度の森林を所有するか、山主から借りられれば、自伐型林業は可能ということになります。50年生の木を皆伐すれば終わりますが、循環する自伐型林業では、細く長く一定の収入を得ることができるのです。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
皆さんも実際に土佐の森救援隊に行かれて現場を見られれば納得されると思いますが、庄原市内でもどこでも自伐型林業は可能です。いの町では10名の地域おこし協力隊員が山に入って活動していましたが、下手な林業知識が無い方が指導もやり易いし、成果も早くでるとおっしゃっていました。ですから、庄原市の地場産業育成と人口減対策として、地域おこし協力隊員を募集したり、林業に特化したIターン者を募集する価値は十分にあると考えます。
そして、土佐の森救援隊から指導者においでいただき、地元の興味ある人たちも巻き込んで、現場指導を受けながら人材育成していけばと考えます。できたら、庄原市の市有林で作業者のグループ化ができれば、自伐型林業のモデルとなることも可能でしょう。何としても、実際に動くことが一番です。土佐の森救援隊の中嶋理事長も話されていましたが、今の高性能林業機械による施業は、B材のみを伐りだすことが目的になっているが、我々の自伐型林業は、A材を作り出す施業スタイルだそうです。山に優しい、木に優しい施業スタイルが自伐型林業と言えるのではないでしょうか。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
